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研究結果の概要 

自動化の進む製造業においても手作業による工程が残っており、この部分の作業効率の向上

は既存の IoTの枠組みから外れがちであり、ボトルネックとなりうる。 

本研究では、ウェアラブルセンサを用いて、腕の動きを取得し、非常に細かい工程の進捗やか

かる時間等を把握し、作業の標準化による作業効率の向上を目指した。25の工程について手

作業時のデータをウェアルブルセンサから取得し、時系列クラスタリングを用いて、限定的

な環境ではあるが、96%の識別率を示した。 

 

 

 

今後の展開 

上記の通り、高い識別率を確保できたが、被験者数や試行回数の面で十分ではなく、実用化す

るにはまだ遠いこともわかっている。 

しかし、細かい手作業であってもある程度その特徴をクラスタリングで分類できることがわ

かったため、今後も検討を続けていく。 

 

 


